
一
般
質
問
議
員
1
2
人
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
YouTube）で

録
画
放
映
し
て
い
ま
す
。

「
市
政
を
問
う
」
コ
ー
ナ
ー
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

マ
チ
を
好
き
に
な
る
ア
プ
リ

※
広
報
紙
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

か
も

が
わ

か
も

が
わ

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

　
　

  第
８

3
号

の
主

な
内

容

○
第

３
回

定
例

会

・
議

案
質

疑
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
2

・
議

案
に

対
す

る
討

論
‥

‥
‥

‥
3

・
常

任
委

員
会

の
審

査
内

容
‥

‥
4

・
一

般
質

問
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
1

0

・
議

決
結

果
・

賛
否

の
公

表
‥

‥
1

6

○
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

報
告

‥
1

8

○
中

学
生

だ
よ

り
‥

‥
‥

‥
‥

‥
2

0

令
和

7
年

（
２

０
２

５
年

）
令

和
7

年
（

２
０

２
５

年
）

1
1

1
1

月月１
５

１
５

日日

第
8

3
号

第
8

3
号

発
行

  議
会

広
報

委
員

会
発

行
  議

会
広

報
委

員
会

〒〒
2

9
6

2
9

6
--8

6
0

1
8

6
0

1
　　

鴨
川

市
横

渚
1

4
5

0
番

地
　

電
話

0
4（

7
0

9
3

）7
8

2
5

鴨
川

市
横

渚
1

4
5

0
番

地
　

電
話

0
4（

7
0

9
3

）7
8

2
5

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

  h
ttp

;//w
w

w
.c

ity
.k

a
m

o
g
a
w

a
.lg

.jp
/

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

  h
ttp

;//w
w

w
.c

ity
.k

a
m

o
g
a
w

a
.lg

.jp
/

議
員
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

議
員
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
は
18・
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

集
計
結
果
は
18・
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ご
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

A
I解
析
し
た
も
の

A
I解
析
し
た
も
の
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令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
の
28
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
19
議
案
を
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
・
認
定
・
答
申
し
ま
し
た
。

９
月
４
日
・
５
日
・
８
日
に
は
、
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
関
す
る

一般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
９
日
に
は
、
鈴
木
美一議
員
・
福
原
三
枝
子
議
員
・
佐
藤
和
幸
議
員
・

杉
田
至
議
員
・
本
吉
正
和
議
員
・
長
谷
川
倫
秀
議
員
・
福
岡
梓
議
員
が
議
案
に
対

す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

９月定例会議
案
に
対
す
る
質
疑

◎
議
案
第
43
号　
鴨
川
市
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
　
本
条
例
は
、
児
童
福
祉

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の

基
準
を
定
め
る
条
例
制
定
と

い
う
理
解
で
良
い
か
。
ま
た
、

余
裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
と
一
般
型
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
違
い
は
。

　
　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

問答

制
度
」
に
つ
い
て
、
こ
の
事

業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
市

長
が
認
可
す
る
際
の
設
備
・

運
営
基
準
を
定
め
る
も
の
で

あ
る
。
余
裕
活
用
型
児
童
等

通
園
支
援
事
業
は
、
既
に
認

定
こ
ど
も
園
ま
た
は
家
庭
的

保
育
事
業
等
を
行
う
事
業
所

の
利
用
児
童
数
が
、
そ
の
施

設
ま
た
は
事
業
に
係
る
利
用

定
員
の
総
数
に
満
た
な
い
場

合
、
そ
の
余
裕
と
な
る
数
以

下
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て

行
う
。
一
般
型
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
は
、
余
裕
活
用
型

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
該

当
し
な
い
、
単
独
で
新
規
事

業
を
行
う
。

　
　

本
条
例
制
定
に
よ
り
、

制
度
準
備
が
整
う
と
い
う
理

解
で
良
い
か
。

　
　

こ
の
条
例
だ
け
で
全
て

の
準
備
が
整
う
わ
け
で
は
な

く
、
国
の
基
準
案
提
示
後
に

確
認
手
続
等
の
規
定
制
定
や

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の

意
見
聴
取
を
行
い
、
準
備
を

進
め
る
。

◎
議
案
第
48
号　
令
和
７
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
　
普
通
交
付
税
の
補
正
の

算
定
方
法
と
計
上
根
拠
、
前

年
度
比
は
。

問答問

　
　

今
年
度
は
財
源
不
足
額

か
ら
調
整
率
分
を
差
し
引
き
、

41
億
７
４
２
４
万
円
が
交
付

決
定
さ
れ
、
当
初
予
算
計
上

額
と
の
差
額
１
億
４
５
３
万

９
０
０
０
円
を
今
回
補
正
し

た
。
前
年
度
比
は
、
再
算
定

分
を
除
く
と
５
３
５
８
万
９

０
０
０
円
の
増
。

　
　
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
廃

止
が
実
施
さ
れ
る
と
、
地
方

交
付
税
減
額
の
可
能
性
が
あ

る
。
当
初
予
算
で
地
方
揮
発

油
譲
与
税
を
計
上
し
て
い
る

が
、
そ
の
影
響
は
。

　
　

本
市
で
は
当
初
予
算

で
３
３
５
１
万
３
０
０
０
円

を
計
上
し
て
お
り
、
暫
定
税

率
廃
止
に
よ
り
５
１
５
万
６

０
０
０
円
の
減
額
が
試
算
さ

れ
る
。
揮
発
油
税
減
少
に
よ

る
地
方
へ
の
影
響
に
対
す
る

対
策
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
地
方
６
団
体
等
が
緊

急
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
代

替
財
源
確
保
を
前
提
と
し
た

丁
寧
な
議
論
を
求
め
て
お
り
、

本
市
も
こ
れ
に
賛
同
す
る
。

　
　
物
価
高
騰
対
応
臨
時
交

付
金
を
公
共
施
設
の
光
熱
費

答問答問

に
充
当
す
る
と
決
定
し
た
経

緯
と
理
由
は
。

　
　

交
付
金
額
が
過
去
と
比

較
し
て
規
模
が
小
さ
く
、
国

や
県
の
実
施
事
業
も
あ
る
こ

と
か
ら
選
択
肢
が
限
ら
れ
た
。

住
民
が
利
用
す
る
公
共
施
設

の
光
熱
費
に
も
活
用
可
能
で

あ
っ
た
た
め
、こ
れ
に
充
て
た
。

　
　
太
海
フ
ラ
ワ
ー
磯
釣
り

セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
設
計
見

直
し
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
業
務
内
容
は
。

　
　

１
点
目
、
解
体
施
設
に

つ
い
て
、
施
設
中
最
も
費
用

と
期
間
を
要
す
る
磯
釣
り
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
解
体
す

る
施
設
と
再
利
用
で
き
る
施

設
の
再
検
討
を
す
る
。

答問答

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
1919
議
案
を
可
決

・
認
定

・
答
申

議
案
を
可
決

・
認
定

・
答
申

解体工事設計を見直す太海フラワー磯釣りセンター
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２
点
目
、
事
業
費
縮
減
に

つ
い
て
、
解
体
手
法
と
仕
様

を
見
直
し
、
総
事
業
費
の
縮

減
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

　

３
点
目
、
仮
設
計
画
に
つ

い
て
、
当
初
の
解
体
設
計
と

比
較
し
、
工
事
範
囲
等
の
変

更
に
伴
い
、
必
要
と
な
る
足

場
や
仮
囲
い
、
仮
設
施
設
の

数
量
や
配
置
、
廃
材
搬
出
の

動
線
な
ど
見
直
し
を
行
う
。

　

４
点
目
、
国
交
省
が
示
す

最
新
設
計
単
価
へ
の
見
直
し
。

　

１
点
目
か
ら
４
点
目
ま
で

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
既
存

設
計
の
見
直
し
と
解
体
工
事

費
の
再
算
定
を
行
う
。

　
　
今
回
の
解
体
工
事
設
計

見
直
し
業
務
委
託
料
が
３
２

０
万
１
０
０
０
円
だ
が
、
令

和
５
年
度
に
行
っ
た
委
託
料

は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。
そ

の
設
計
結
果
に
よ
る
解
体
費

用
は
施
設
全
体
で
い
く
ら
か
。

今
年
度
に
解
体
工
事
設
計
見

直
し
を
行
っ
た
後
、
来
年
度

以
降
に
解
体
に
必
要
な
経
費

を
計
上
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

令
和
５
年
度
設
計
業

務
委
託
料
は
１
２
８
７
万
円
。

問答

　
　

現
公
民
館
の
使
用
可

能
な
備
品
を
精
査
し
引
き
続

き
使
用
す
る
。
新
た
に
購
入

す
る
備
品
は
、
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
、
会
議
用
椅
子
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
等
。
建
築
工
事
等
は
本

年
11
月
末
、
外
構
工
事
は
令

和
８
年
２
月
末
に
完
了
予
定
。

令
和
７
年
12
月
か
ら
令
和
８

答

年
３
月
に
備
品
納
品
・
引
っ

越
し
を
行
い
、
令
和
８
年
４

月
供
用
開
始
予
定
。

◎
認
定
第
１
号　
令
和
６
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
危
機
的
財
政
状
況
の
中
、

市
税
徴
収
率
の
向
上
が
財
政

健
全
化
の
基
本
方
針
に
掲
げ

ら
れ
る
が
、
ど
の
程
度
の
税

収
増
が
見
込
め
る
か
。

　
　

現
年
度
課
税
分
の
徴
収

率
は
98
・
95
％
で
収
入
未
済

額
４
６
２
６
万
円
。
滞
納
繰

越
分
の
徴
収
率
は
21
・
７
％

で
収
入
未
済
額
１
億
３
６
８

７
万
円
。
共
に
徴
収
率
向
上

に
努
め
る
。

　
　
滞
納
繰
越
の
徴
収
率
向

上
は
難
し
い
が
、
滞
納
処
分

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

令
和
６
年
度
は
約
１
万

９
０
０
０
件
の
財
産
調
査
を

実
施
し
、
33
件
、
１
１
８
４

万
円
を
差
押
え
た
。
税
制
改

正
に
よ
る
業
務
複
雑
化
や
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
で
公
売
等
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は

徴
収
体
制
を
見
直
し
、
徹
底

問答問答

し
た
滞
納
処
分
を
実
施
す
る
。

◎
認
定
第
２
号　
令
和
６
年

度
鴨
川
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

反
対　
藤
本　
省
幸　
議
員

　

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
数

は
減
り
続
け
て
お
り
、
国
保

会
計
は
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
る
な
ど
の
軽
減
策

を
図
る
べ
き
で
、
収
入
の
な

い
子
ど
も
に
も
保
険
料
が
か

か
る
な
ど
、
他
の
健
康
保
険

制
度
に
は
な
い
。
子
育
て
支

援
に
逆
行
す
る
子
ど
も
の
均

等
割
り
は
な
く
す
べ
き
と
考

え
、
反
対
と
す
る
。

◎
認
定
第
３
号　
令
和
６
年

度
鴨
川
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

反
対　
藤
本　
省
幸　
議
員

　

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
保
険
料
が
上
が
り
続

け
、
市
民
の
負
担
は
増
す
ば

積
算
し
た
解
体
費
用
は
、
太

海
フ
ラ
ワ
ー
磯
釣
り
セ
ン
タ

ー
全
体
で
約
８
億
円
。
厳
し

い
財
政
状
況
だ
が
、
見
直
し

内
容
を
精
査
し
必
要
な
予
算

を
計
上
し
て
い
き
た
い
。

　
　
旧
江
見
小
学
校
跡
地
活

用
事
業
の
施
設
用
備
品
費
の

詳
細
と
、
公
民
館
開
館
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問

来年 4 月にオープン予定の鴨川市江見地区公民館（イメージ図）
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か
り
で
あ
る
。
市
内
の
訪
問

介
護
施
設
も
閉
鎖
し
、
介
護

に
か
か
わ
る
人
材
確
保
・
育

成
も
市
と
し
て
真
剣
に
考
え

て
い
か
な
い
と
、
介
護
難
民

が
生
ま
れ
る
と
危
惧
す
る
。

　

国
に
対
し
て
、
国
庫
負
担

割
合
を
今
の
50
％
か
ら
60
％

に
増
や
す
こ
と
で
介
護
施
設

の
維
持
と
、
職
員
の
処
遇
改

善
の
た
め
の
施
策
を
求
め
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
反
対

と
す
る
。

◎
認
定
第
４
号　
令
和
６
年

度
鴨
川
市
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

反
対　
藤
本　
省
幸　
議
員

　

保
険
料
は
上
が
る
一
方
で
、

窓
口
負
担
も
所
得
に
よ
っ
て

負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
、
子
育
て
を
全
世

代
で
支
援
す
る
た
め
、
出
産

育
児
一
時
金
を
全
世
代
で
支

え
合
う
仕
組
み
が
令
和
６
年

４
月
か
ら
始
ま
り
、
出
産
育

児
一
時
金
に
必
要
な
費
用
の

う
ち
７
％
を
後
期
高
齢
者
の

保
険
料
か
ら
支
援
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
令
和
６
年
度
と

令
和
７
年
度
は
、
負
担
の
急

激
な
増
加
を
和
ら
げ
る
た
め
、

後
期
高
齢
者
の
負
担
は
半
分

の
３
・
５
％
と
な
る
。
少
子

化
と
子
育
て
支
援
を
い
う
な

ら
ば
国
庫
負
担
と
す
べ
き
と

考
え
、
反
対
と
す
る
。

常任委員会の
審査内容

　各常任委員会に付託された議案の
審査内容の主なものを掲載します。

予
算
常
任
委
員
会

◎
議
案
第
48
号　
令
和
７
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
あ

た
り
水
道
料
金
の
減
免
に
つ

い
て
検
討
し
た
の
か
。

　
　

令
和
６
年
度
の
水
道

事
業
決
算
に
お
け
る
一
月
平

均
の
水
道
料
金
は
８
９
５
９

問答

万
２
９
０
６
円
と
な
り
、
今

般
の
交
付
金
額
１
７
２
３
万

６
０
０
０
円
と
大
き
な
乖
離

が
生
じ
る
こ
と
、
交
付
金
額

を
給
水
戸
数
１
万
８
６
０
０

戸
で
割
っ
た
１
戸
あ
た
り
の

金
額
が
約
９
２
４
円
と
非
常

に
少
な
い
金
額
に
な
る
こ
と
、

生
活
者
支
援
と
し
て
考
え
た

場
合
、
給
水
対
象
を
事
業
所

と
住
宅
と
で
厳
密
に
区
別
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
等
か

ら
対
象
事
業
の
候
補
と
は
し

な
か
っ
た
。

　
　
予
防
接
種
委
託
料
を
４

５
７
５
万
８
０
０
０
円
減
額

す
る
理
由
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
令
和
６
年
４
月
１
日
に
Ｂ

類
疾
病
と
な
り
、
こ
の
予
防

接
種
は
、
本
人
が
希
望
す
る

場
合
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

令
和
７
年
度
か
ら
国
の
公
費

助
成
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

公
費
助
成
相
当
分
４
１
０
６

万
円
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、

接
種
人
数
を
１
７
０
０
人
と

見
込
ん
で
算
出
し
て
い
る
。

　
　
観
光
誘
客
事
業
（
物
価

高
騰
対
策
）
に
関
し
、
ど
の

問答問

よ
う
な
考
え
で
制
度
設
計
し

た
の
か
。

　
　

鴨
川
温
泉
旅
館
業
協

同
組
合
、
鴨
川
市
観
光
協

会
、
及
び
鴨
川
観
光
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
株
式
会
社
よ
り
、

観
光
入
込
が
落
ち
込
む
10
月

か
ら
12
月
の
期
間
に
お
い
て

宿
泊
客
を
増
や
す
た
め
の
事

業
を
実
施
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
令

和
６
年
に
お
け
る
本
市
の
宿

泊
客
は
、
物
価
高
騰
等
の
影

響
か
ら
、
日
帰
り
旅
行
を
選

択
す
る
旅
行
者
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
か
ら
減
少

し
て
い
る
が
、
日
帰
り
旅
行

者
と
比
較
し
て
観
光
消
費
額

が
３
倍
と
言
わ
れ
て
い
る
宿

泊
を
伴
う
旅
行
者
を
効
果
的

に
誘
致
し
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
に
つ
な
げ
る
た
め
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
併

せ
、
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
に
よ
る

集
客
力
の
向
上
を
図
り
、
宿

泊
客
の
獲
得
に
つ
な
げ
る
た

め
、
本
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
　
魅
力
体
験
広
場
維
持
管

理
事
業
に
関
し
、
シ
ー
サ
イ

答問

ド
ベ
ー
ス
へ
の
借
地
の
一
部

に
駐
車
場
を
整
備
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
土
地
の
賃
貸
料

は
減
額
と
な
る
の
か
。

　
　

事
業
用
定
期
借
地
権
の

う
ち
２
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル

が
対
象
と
な
り
、
賃
借
料
が

１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
44

円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
月
額

で
９
２
４
０
円
の
減
額
を
想

定
し
て
い
る
。
月
額
の
賃
料

は
25
万
９
６
０
０
円
で
あ
る

た
め
概
ね
25
万
３
６
０
円
と

な
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
消
防
費
の
基
金
積
立
金

（
災
害
対
策
）
に
関
し
、
基
金

を
積
み
立
て
る
こ
と
と
な
っ

た
理
由
と
金
額
の
根
拠
は
。

答問

駐車場を拡張予定の魅力体験広場
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　解説は、こちら

　
　

災
害
対
策
基
金
積
立

金
２
２
９
万
６
０
０
０
円
の

う
ち
、
６
万
円
は
、
本
年
６

月
に
災
害
対
策
資
金
と
し
て
、

受
納
し
た
寄
附
金
を
積
み
立

て
る
も
の
で
あ
り
、
残
り
の

２
２
３
万
６
０
０
０
円
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
災

害
対
策
基
金
か
ら
繰
り
入

れ
た
額
の
一
部
を
基
金
に
積

み
戻
す
も
の
で
あ
る
。
令
和

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
で
被
災
宅
地
等

復
旧
支
援
事
業
補
助
金
５
０

０
万
円
及
び
そ
の
財
源
と
し

て
災
害
対
策
基
金
繰
入
金
５

０
０
万
円
を
計
上
し
、
こ
の

事
業
を
令
和
６
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
し
た
結
果
、
当

該
事
業
費
が
２
７
６
万
４
０

０
０
円
で
確
定
し
た
こ
と
か

ら
、
２
２
３
万
６
０
０
０
円

が
充
当
残
と
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。決

算
常
任
委
員
会

◎
認
定
第
１
号　
令
和
６
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活

答問

機
器
を
整
備
し
た
。

　
　

不
動
産
鑑
定
委
託
料
は
、

ど
の
遊
休
施
設
を
行
っ
た
の

か
。
ま
た
、
そ
の
成
果
は
。

　
　

旧
東
条
保
育
園
を
対
象

に
実
施
し
、
現
在
、
民
間
事

業
者
等
で
の
活
用
に
向
け
周

知
し
て
い
る
。

　
　

移
住
定
住
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
ど
の
都
道
府
県

か
ら
の
相
談
者
や
転
入
者
が

あ
っ
た
の
か
。

答　

移
住
者
は
、
東
京
都
が

41
人
、
千
葉
県
が
12
人
、
神

奈
川
県
と
埼
玉
県
が
同
数
で

４
人
。
相
談
件
数
に
つ
い
て

は
２
９
６
件
で
あ
っ
た
。

　
　
マ
リ
ー
ン
ズ
交
流
推
進

事
業
に
よ
る
費
用
対
効
果
は
。

　
　

経
済
効
果
は
事
業
全
体

で
２
７
４
０
万
円
と
推
計
。

　
　
身
延
町
と
の
交
流
内
容

は
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

小
湊
さ
と
う
み
学
校
に
宿
泊
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
の
ほ
か
、
親

善
試
合
な
ど
が
行
わ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
を

深
め
た
。
ま
た
、
本
市
の
歴

史
や
文
化
、
様
々
な
海
の
生

問答問問答問答

き
物
の
生
態
に
つ
い
て
学
び
、

海
岸
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
も

行
っ
た
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
事
業
及
び
予
約
制
乗
合
タ

ク
シ
ー
実
証
運
行
事
業
の
成

果
は
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
者
は
、
７
３
１
４
人
。

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
登

録
者
数
は
１
７
１
７
人
、
延

べ
利
用
者
数
は
４
８
９
７
人
。

　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

金
の
実
利
用
者
数
は
何
人
で
、

利
用
者
は
限
度
額
を
使
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

原
則
、
対
象
者
１
人

問答問答

に
つ
き
年
間
24
枚
の
助
成
券

を
配
付
。
助
成
券
１
枚
に
つ

き
６
３
０
円
を
上
限
に
助
成
。

令
和
６
年
度
は
84
名
に
交
付
。

延
べ
利
用
件
数
が
１
６
９
９

枚
で
、
１
枚
あ
た
り
の
平
均

支
出
額
が
６
２
８
・
４
円
で

あ
る
た
め
、
大
半
が
限
度
額

ま
で
使
用
し
て
い
る
。

問　
緊
急
通
報
装
置
の
利
用

状
況
及
び
待
機
者
は
。

　
　

１
３
１
人
が
利
用
。
待

機
者
は
な
し
。

問　
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
事
業
継
続
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
で
き
な
い
方
へ
の
対
応
も

答答

用
実
績
と
今
後
の
活
用
は
。

　
　

千
葉
県
森
林
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
使
用
料
、
千
葉
県

森
林
経
営
管
理
協
議
会
負
担

金
、
森
林
経
営
管
理
事
業
委

託
料
、
及
び
景
観
林
機
能
保

全
業
務
委
託
料
に
活
用
。
今

後
は
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設

周
辺
の
森
林
整
備
を
検
討
。

　
　
里
山
オ
フ
ィ
ス
の
利
用

状
況
は
。

　
　

８
部
屋
中
７
部
屋
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
市
町
村
旅
券
窓
口
等
整

備
事
業
補
助
金
の
整
備
内
容

は
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導

入
に
係
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

答問答問答

予約制乗合タクシー「チョイソコかもがわ」

市役所１階のふるさとハローワーク

森林環境譲与税を活用している松林
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た
新
た
な
教
室
の
創
出
に
も

取
組
み
、
魅
力
あ
る
公
民
館

教
室
の
開
催
に
努
め
る
。

　
　
小
湊
ス
ポ
ー
ツ
館
の
今

後
の
見
通
し
は
。

　
　

利
用
が
市
内
に
在
住
し

て
い
る
者
等
に
限
ら
れ
て
お

り
、
隣
接
す
る
小
湊
さ
と
う

み
学
校
に
宿
泊
す
る
団
体
が

使
用
で
き
な
い
た
め
、
今
後
、

市
外
の
団
体
に
も
使
え
る
よ

う
に
改
め
て
検
討
す
る
。

　
　
陸
上
競
技
場
の
利
用
状

況
で
、
第
３
種
公
認
だ
か
ら

こ
そ
開
か
れ
た
も
の
は
。

　
　

陸
上
競
技
大
会
は
、
年

間
15
回
、
そ
の
う
ち
小
中
学

校
体
育
連
盟
に
よ
る
公
認

記
録
が
求
め
ら
れ
る
大
会
は
、

９
回
開
催
さ
れ
た
。

総
括
質
疑　

財
政
課
題
へ
の

対
応
が
急
務
で
あ
る
中
、
聖

域
な
き
事
業
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
こ
と
や
本
市
の
特
徴

で
あ
る
福
祉
教
育
の
取
組
を

外
部
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
移
住・

定
住
の
促
進
に
活
用
す
る
こ

と
や
事
業
シ
ー
ト
を
活
用
し

た
決
算
審
査
の
有
効
性
や
議

会
の
事
業
評
価
を
次
年
度
予

問答問答

算
に
反
映
さ
せ
る
議
会
事
業

評
価
制
度
な
ど
の
取
り
組
み

の
可
能
性
等
に
つ
い
て
の
質

疑
や
意
見
が
あ
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会

 

◎
議
案
第
44
号　
鴨
川
市
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
現
行
の
育
児
休
業
制
度

と
今
般
の
条
例
改
正
を
含
め

た
部
分
休
業
制
度
の
取
得
形

態
の
違
い
は
。

　
　

育
児
休
業
制
度
は
、
一

定
期
間
勤
務
す
る
こ
と
な
く
、

仕
事
を
完
全
に
休
む
こ
と
で

育
児
に
専
念
で
き
る
制
度
で

あ
る
一
方
、
部
分
休
業
制
度

は
仕
事
を
し
な
が
ら
、
育
児

の
た
め
の
短
時
間
休
業
を
1

問答

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ

ン
の
更
新
時
期
は
。

　
　

鴨
川
中
学
校
区
の
端

末
の
更
新
を
令
和
８
年
度
に
、

長
狭
小
中
、
天
津
小
湊
小
、

安
房
東
中
の
端
末
及
び
教
職

員
の
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更

新
を
令
和
10
年
度
に
予
定
。

　
　
公
民
館
の
統
廃
合
が
予

定
さ
れ
減
少
す
る
中
、
公
民

館
活
動
の
充
実
に
向
け
、
公

民
館
教
室
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
。

　
　

公
民
館
再
編
を
見
据
え

た
既
存
教
室
の
精
査
や
見
直

し
の
ほ
か
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

問答問答

必
要
で
あ
り
、
可
能
な
限
り

継
続
し
て
行
き
た
い
。

問　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
報
償
金

に
つ
い
て
、
業
務
内
容
と
そ

の
実
績
は
。

　
　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
捕

獲
後
の
処
分
方
法
等
の
研
究
、

農
作
物
へ
の
被
害
調
査
及
び

防
止
、
地
域
振
興
及
び
地
域

の
活
性
化
、
そ
の
他
農
業
振

興
活
動
に
付
随
す
る
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
活
動
実
績
は
、

市
民
か
ら
の
相
談
対
応
や
地

域
の
草
刈
作
業
や
防
護
柵

の
設
置
の
手
伝
い
、
ジ
ビ
エ

の
加
工
や
調
理
な
ど
の
研
究
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
出
店
販
売
等
。

問　
海
水
浴
場
の
利
用
者
数

は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
が
誘

客
促
進
へ
の
取
組
み
は
。

答

　
　

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
適

正
配
置
等
に
よ
る
安
全
・
安

心
そ
し
て
快
適
な
海
水
浴
場

の
整
備
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る

情
報
発
信
や
夏
季
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
く
。

問　
国
道
１
２
８
号
沿
い
の

紳
士
服
店
付
近
は
交
通
量
が

増
し
て
い
く
と
思
う
が
、
交

差
点
周
辺
の
今
後
の
事
業
の

進
め
方
は
。

　
　

右
折
レ
ー
ン
設
置
に
伴

う
道
路
拡
幅
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。

問　
消
防
団
詰
所
の
今
後
の

改
修
計
画
は
。

　
　

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
。

問　
に
じ
い
ろ
は
う
す
の
現

在
の
事
業
内
容
は
。

　
　

児
童
生
徒
の
学
習
指
導
、

生
活
指
導
、
面
談
、
家
庭

訪
問
、
保
護
者
と
の
面
談
等
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
集
団
生

活
へ
の
適
応
、
情
緒
の
安
定
、

基
礎
学
力
の
補
充
、
基
本
的

生
活
習
慣
の
改
善
等
を
図
る
。

答答答答

ニーズに応じた公民館教室
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日
の
勤
務
時
間
内
か
ら
取
得

す
る
制
度
で
あ
る
。

　

今
般
の
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
１
日
に
つ
き
２
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
の

取
得
形
態
、
い
わ
ゆ
る
第
１

号
部
分
休
業
に
加
え
、
１
年

に
つ
き
、
勤
務
時
間
の
10
日

相
当
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

の
取
得
形
態
、
い
わ
ゆ
る
第

２
号
部
分
休
業
を
設
け
、
１

日
の
勤
務
時
間
の
全
部
又
は

一
部
を
育
児
の
た
め
の
休
業

と
し
て
取
得
で
き
る
制
度
と

な
る
。

　
　
育
児
休
業
、
若
し
く
は

部
分
休
業
を
取
得
し
た
職
員

は
ど
の
程
度
い
る
の
か
。
ま

た
、
そ
の
取
得
形
態
は
。

　
　

育
児
休
業
を
取
得
し

た
職
員
は
、
令
和
６
年
度
で

女
性
職
員
が
５
人
で
、
そ
の

取
得
期
間
は
１
年
以
上
２
年

未
満
が
２
人
、
２
年
以
上
３

年
未
満
が
３
人
。
令
和
７
年

度
は
、
取
得
予
定
の
職
員
も

含
め
男
性
職
員
が
３
人
、
女

性
職
員
が
２
人
の
計
５
人
で
、

そ
の
取
得
期
間
は
、
１
年
未

満
が
４
人
、
２
年
以
上
３
年

問答

未
満
が
１
人
で
あ
る
。
ま
た
、

部
分
休
業
の
取
得
実
績
は
、

令
和
６
年
度
が
４
人
、
令
和

７
年
度
は
３
人
で
、
い
ず
れ

も
女
性
職
員
で
あ
り
、
取
得

形
態
は
い
ず
れ
も
１
日
30
分

の
部
分
休
業
を
取
得
し
て
い

る
。

　
　

新
た
な
取
得
形
態
の

第
２
号
部
分
休
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
利
用
が
想
定
さ

れ
る
の
か
。

答　

恒
常
的
な
部
分
休
業
を

取
得
す
る
必
要
の
な
い
職
員

が
、
例
え
ば
、
子
の
体
調
不

良
に
よ
り
急
に
付
き
添
い
が

必
要
に
な
る
場
合
、
こ
ど
も

園
の
行
事
に
参
加
す
る
場
合
、

子
の
養
育
の
た
め
に
家
事
を

す
る
場
合
な
ど
、
ス
ポ
ッ
ト

的
に
必
要
な
部
分
休
業
を
取

得
す
る
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

◎
議
案
第
47
号　
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
陸

上
競
技
場
第
３
種
公
認
改
修

工
事
）

　
　
改
修
工
事
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ
助
成
金
を
活
用
す

問問

る
が
、
防
衛
施
設
周
辺
民
生

安
定
施
設
整
備
事
業
の
補
助

対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
他
の
補
助
金
の
併

用
の
検
討
は
。

答　

防
衛
施
設
周
辺
民
生
安

定
施
設
整
備
事
業
に
お
け
る

補
助
は
、
基
地
の
運
用
に
伴

い
、
航
空
機
事
故
等
が
発
生

し
た
場
合
の
避
難
場
所
や
消

防
活
動
の
拠
点
と
な
る
建
物

の
機
能
回
復
を
目
的
と
し
た

改
修
が
補
助
対
象
と
な
る
た

め
、
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ

ク
や
助
走
路
の
改
修
は
対
象

と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
は
、

他
の
国
県
等
補
助
金
の
併
用

を
認
め
て
い
な
い
た
め
、
他

の
補
助
金
の
併
用
は
難
し
い
。

　
　
陸
上
競
技
場
の
過
去
３

年
間
の
利
用
状
況
と
稼
働
率

は
。

答　

令
和
４
年
度
は
延
べ
３

５
７
回
、
１
万
７
７
４
７
人
、

令
和
５
年
度
は
延
べ
３
７
６

回
、
１
万
７
０
１
８
人
、
令

和
６
年
度
は
延
べ
４
３
２
回
、

１
万
９
７
９
０
人
で
、
利
用

回
数
及
び
利
用
人
数
と
も
に

問

第３種公認改修工事が行われる陸上競技場
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配
水
及
び
給
水
費
の
委

託
料
１
０
７
２
万
円
の
事
業

概
要
と
増
額
の
理
由
は
。

答　

委
託
内
容
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換

業
務
で
、
当
初
予
算
時
は
、

計
量
法
に
よ
る
使
用
期
限
が

切
れ
る
も
の
を
、「
隔
測
式

水
道
メ
ー
タ
ー
」
で
計
上
し

て
い
た
が
、
令
和
８
年
４
月

の
安
房
地
域
水
道
事
業
統
合

に
伴
い
、「
平
型
式
水
道
メ

ー
タ
ー
」
へ
変
更
す
る
こ
と

と
し
、
ま
た
、
そ
の
交
換
対

象
と
な
る
メ
ー
タ
ー
の
個
数

が
、
当
初
の
予
定
数
を
上
回

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
増
額

と
な
っ
た
。

◎
議
案
第
53
号　
令
和
６
年

度
鴨
川
市
水
道
事
業
会
計
利

益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

問

　
　

年
間
の
総
給
水
量
が
昨

年
度
よ
り
17
万
５
９
５
６
立

方
メ
ー
ト
ル
増
え
て
い
る
一

方
、
有
収
水
量
は
14
万
２
８

５
６
立
方
メ
ー
ト
ル
減
っ
て

い
る
が
、
給
水
人
口
の
減
少

に
よ
る
影
響
は
ど
の
程
度
か
。

答　

厚
生
労
働
省
が
令
和

５
年
度
に
発
表
し
た
１
人
１

日
あ
た
り
の
平
均
水
道
使
用

量
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
で
計
算

問

前
年
度
比
で
約
10
％
以
上

の
増
加
と
な
っ
た
。
稼
働
率

は
、
団
体
利
用
と
個
人
利
用

も
含
め
て
算
出
し
た
と
こ
ろ
、

平
日
が
35
・
１
％
、
休
日
が

60
・
９
％
、
年
間
で
は
43
・

７
％
と
な
っ
た
。

　
　
工
事
概
要
の
項
目
は
第

３
種
公
認
の
基
準
に
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
円
盤
投
げ

サ
ー
ク
ル
や
三
段
跳
び
助
走

路
な
ど
の
整
備
は
競
技
者
か

ら
の
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。

答　

工
事
内
容
は
全
て
第
３

種
公
認
に
必
要
な
事
業
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
円
盤
投
げ

等
の
箇
所
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の

検
定
員
に
よ
る
指
摘
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
。

　
　

工
事
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

着
工
時
期
に
つ
い
て
は
、

陸
上
競
技
の
ト
ラ
ッ
ク
種
目

及
び
サ
ッ
カ
ー
公
式
戦
等
の

シ
ー
ズ
ン
が
終
了
す
る
10
月

末
と
し
、
完
了
は
令
和
８
年

３
月
21
日
ま
で
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
改
修
工
事
に
よ
っ
て
陸

問問問

上
競
技
場
が
使
え
な
い
間
の

周
知
は
。

答　

広
報
か
も
が
わ
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
周
知
を
図
る
ほ
か
、
以

前
か
ら
利
用
し
て
い
る
団
体

の
方
々
に
は
、
個
別
に
ご
案

内
を
す
る
。

◎
議
案
第
52
号　
令
和
７
年

度
鴨
川
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
浄
水
費
の
薬
品
費
が
１

２
４
７
万
１
０
０
０
円
減
額

と
な
っ
た
理
由
と
、
入
札
の

回
数
は
。

答　

浄
水
用
薬
品
は
入
札
に

よ
る
購
入
を
し
て
お
り
、
当

初
見
込
み
よ
り
安
価
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
減
額
と
し
た
。

ま
た
、
薬
品
購
入
に
係
る
入

札
の
回
数
は
、
令
和
７
年
２

月
の
入
札
、
１
回
と
な
っ
た
。

問

す
る
と
、
年
間
約
10
万
９
５

０
０
リ
ッ
ト
ル
と
な
り
、
約

１
０
９
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な

る
。
昨
年
度
の
給
水
人
口
の

減
少
数
５
６
４
人
を
掛
け
る

と
、
約
６
万
１
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
使
用
水
量
の
減

と
な
る
。

　
　
令
和
６
年
度
の
有
収
率

は
69
・
２
％
、
前
年
度
対
比

で
４
・
７
ポ
イ
ン
ト
の
減
と

問

平型式水道メーター

安房地域で統合される水道事業
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水
道
事
業
統
合
に
お
け

る
職
員
の
効
率
的
な
配
置
人

数
と
し
て
、
通
常
業
務
と
災

害
対
応
の
バ
ラ
ン
ス
的
な
人

員
数
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

令
和
８
年
４
月
の
統
合

に
よ
り
、
正
規
職
員
70
名
で

の
ス
タ
ー
ト
と
し
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
災
害
対
応
も
含
め

対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
千
葉
県
水
道
災
害
相
互

応
援
協
定
に
基
づ
い
た
応
援

要
請
を
行
い
、
応
援
給
水
活

動
等
を
実
施
す
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

◎
議
案
第
45
号　
鴨
川
市
役

所
支
所
及
び
出
張
所
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
　
吉
尾
、
江
見
両
出
張
所

の
移
転
場
所
と
開
設
期
日
は
。

答　

吉
尾
出
張
所
は
、
国
保

病
院
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
内
に
令
和
８
年
３
月
２
日
、

江
見
出
張
所
は
、
現
在
建
設

中
の
新
江
見
地
区
公
民
館
の

開
設
に
併
せ
て
、
令
和
８
年

問問

４
月
１
日
を
予
定
す
る
。

◎
認
定
第
５
号　
令
和
６
年

度
鴨
川
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

な
っ
た
主
な
要
因
と
そ
れ
に

対
す
る
取
組
み
は
。

答　

主
な
要
因
は
、
給
水
人

口
の
減
に
よ
る
給
水
の
落
ち

込
み
と
宿
泊
施
設
の
給
水
が

水
道
以
外
に
切
り
替
え
ら
れ

た
こ
と
、
ま
た
花
輪
橋
水
管

橋
で
の
漏
水
等
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
漏
水
削
減

の
取
組
み
と
し
て
は
、
浄
水

場
毎
の
日
々
の
比
較
分
析
や

職
員
に
よ
る
漏
水
調
査
、
令

和
４
年
度
実
施
の
市
内
全
域

を
対
象
と
し
た
衛
星
技
術
に

よ
る
漏
水
疑
い
箇
所
の
特
定
、

ま
た
漏
水
調
査
専
門
業
者
へ

の
委
託
に
よ
る
面
的
漏
水
調

査
の
実
施
な
ど
、
漏
水
の
発

見
に
努
め
る
。

　
　
広
場
地
区
及
び
内
浦
地

区
に
お
け
る
配
水
管
布
設
工

事
の
改
良
工
事
は
、
耐
震
化

も
併
せ
て
完
了
し
た
か
。
ま

た
、
本
市
の
水
道
管
に
お
け

る
耐
震
化
率
は
。

答　

２
地
区
２
路
線
に
つ
い

て
は
更
新
時
に
耐
震
管
を
使

用
し
て
お
り
、
耐
震
化
も
完

了
し
て
い
る
。
ま
た
耐
震
化

率
は
、
11
・
84
％
。

問

現在の吉尾出張所吉尾出張所の移転先の国保病院地域包括支援センター

問　
そ
の
他
医
業
収
益
が
減

少
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
件
数
の
減
に
伴
い
、

予
防
接
種
を
含
む
公
衆
衛
生

活
動
収
益
が
減
少
し
た
た
め
。

問　
他
会
計
負
担
金
が
、
前

年
度
よ
り
３
６
２
９
万
４
０

０
０
円
減
少
し
た
理
由
は
。

答　

令
和
６
年
度
は
、
普
通

交
付
税
算
定
に
お
け
る
救
急

告
示
病
院
分
３
２
９
０
万
円

が
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
会
計
、

病
院
事
業
会
計
の
財
政
状
況
、

経
営
状
況
を
勘
案
し
、
一
般

会
計
か
ら
は
繰
り
出
さ
な
い

判
断
を
し
た
た
め
。

問　
給
与
費
増
の
要
因
は
。

答　

医
師
は
、
低
年
齢
職
員

の
採
用
に
よ
る
初
任
給
調
整

手
当
の
増
、
看
護
師
は
、
給

与
改
定
の
影
響
及
び
夜
勤

手
当
の
増
、
言
語
聴
覚
士
１

名
の
任
用
、
会
計
年
度
任
用

職
員
は
、
基
本
報
酬
引
上
げ
、

期
末
手
当
の
支
給
率
改
定
、

勤
勉
手
当
支
給
開
始
に
よ
る

増
が
、
主
な
要
因
で
あ
る
。

問　
今
後
の
病
院
事
業
の
収

支
改
善
に
向
け
た
戦
略
は
。

答　

施
設
、
設
備
、
組
織
、

人
材
の
維
持
を
大
前
提
に
、

収
支
改
善
に
取
組
む
。
ま
た
、

他
の
病
院
と
の
連
携
強
化
、

介
護
施
設
と
の
連
携
に
よ
る

嘱
託
医
契
約
の
増
、
民
間
企

業
の
特
定
検
診
の
新
規
受

入
れ
、
公
開
講
座
開
催
な
ど

に
よ
る
認
知
度
ア
ッ
プ
、
積

極
的
な
救
急
の
受
入
れ
、
訪

問
診
療
に
よ
る
外
来
患
者
の

確
保
、
診
療
報
酬
の
改
定
に

沿
っ
た
体
制
シ
フ
ト
に
よ
り

収
益
を
増
加
さ
せ
、
室
料
差

額
な
ど
の
使
用
料
・
手
数
料

を
見
直
す
。
費
用
の
減
に
向

け
て
は
、
全
て
の
費
用
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
精
査
す
る
ほ
か
、

電
子
カ
ル
テ
等
を
有
効
利
用

し
て
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

職
員
の
時
間
外
勤
務
を
抑
制

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
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ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

問　
鴨
川
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
の
中
間
計
画
目
標
値
、

１
人
１
日
当
た
り
ご
み
排
出
量

８
５
０
ｇ
、
同
生
活
系
ご
み
排

出
量
４
９
７
ｇ
の
達
成
状
況
を

伺
う
。

答　

令
和
６
年
度
実
績
は
排
出

量
１
０
７
７
ｇ
、
生
活
系
ご
み

排
出
量
６
７
５
ｇ
で
未
達
成
。

提
案　

令
和
５
年
度
塵
芥
処
理

費
の
内
９
億
４
４
０
０
万
円
が

税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
各
家

庭
の
燃
や
せ
る
ご
み
か
ら
１
か

月
約
２
キ
ロ
の
分
別
、
再
資
源

で
年
間
約
１
３
８
０
万
円
の
処

理
費
が
削
減
で
き
る
。
ご
み
減

量
化
の
推
進
、
周
知
徹
底
を
要

望
す
る
。

小
中
学
生
の
交
通
安
全
教

育
に
つ
い
て

問　
全
国
的
に
児
童
生
徒
が
被

害
者
や
加
害
者
と
な
る
事
例
が

多
い
中
、
県
の
交
通
安
全
教
育

実
施
調
査
で
他
市
に
比
べ
、
本

市
は
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
難

い
が
。

答　

令
和
５
年
度
実
施
回
数

は
９
回
、
対
象
人
数
４
９
４
人
。

家
庭･

関
係
機
関
等
と
連
携
協

力
し
、
交
通
安
全
教
育
の
充
実

を
図
る
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

問　
防
災
、
災
害
対
応
等
危
機

管
理
に
つ
い
て
、
過
去
４
回
質

問
し
、
問
題
点
提
起
、
対
応
策

等
を
提
案
し
た
が
、
現
況
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

提
案
の
危
機
管
理
に
つ
い

て
、
業
務
継
続
計
画
を
策
定
。

今
後
は
地
域
防
災
計
画
改
訂
、

全
庁
的
な
体
制
の
見
直
し
、
専

門
家
の
登
用
も
採
用
自
治
体
を

参
考
に
調
査
・
研
究
に
努
め
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
と
見
通
し

問　
市
営
駐
車
場
の
有
料
化
。

答　

有
料
化
の
見
込
み
が
あ
る

４
箇
所
を
抽
出
。
今
夏
は
芝
浜

駐
車
場
を
有
料
化
し
た
。

問　
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
整
備
。

答　

建
設
予
定
地
は
現
在
の
敷

地
内
と
し
、
今
年
度
中
に
施
設

整
備
基
本
計
画
を
策
定
。

問　
観
光
街
路
灯
の
防
犯
灯
へ

の
転
換
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。

答　

令
和
７
年
度
、
８
年
度
の

２
か
年
で
転
換
を
実
施
。

問　
日
本
航
空
学
園
の
地
域
と

の
関
わ
り
や
支
援
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域

活
性
化
や
防
災
面
で
貢
献
。

　

様
々
な
活
動
を
展
開
で
き
る

よ
う
支
援
。

問　
文
化
芸
術
活
動
の
支
援
。

答　

隣
接
自
治
体
と
の
公
共
施

設
の
相
互
利
用
を
検
討
。

問　

公
共
施
設
で
の
お
む
つ
台
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
等
設
置
。

答　

お
譲
り
い
た
だ
い
も
の
を

設
置
予
定
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
。

答　

ま
ず
は
10
億
円
の
獲
得

を
目
指
す
。
市
長
自
ら
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
。

問　

宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
た

調
査
・
研
究
。

答　

事
業
者
の
意
見
を
伺
い
、

導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

問　

遊
休
施
設
活
用
処
分
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
。

答　

早
期
に
民
間
活
力
の
導
入

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
来

年
度
か
ら
の
愛
称
の
使
用
を
目

指
す
。

問　
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

答　

市
長
に
聞
き
た
い
こ
と
や

話
し
た
い
こ
と
を
気
軽
に
お
話

を
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

新
た
に
始
め
た
。

問 投票困難者へ全国的支援策、タクシー券配布について
答 福祉タクシー助成を移動支援として活用して頂きたい

問 市長施政方針を踏まえて
答 しっかり将来を見据え、夢と希望がかなうまちへ

一般質問
録画放映

一般質問
録画放映

自由民主至誠会
川股盛二 議員

明政会
松井寛徳 議員

「塵芥処理費の内訳」「塵芥処理費の内訳」
広報かもがわ６月号より広報かもがわ６月号より

市長とのランチミーティング市長とのランチミーティング
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チ
ョ
イ
ソ
コ
か
も
が
わ
に
つ

い
て

問　
各
地
域
の
会
員
登
録
者
数

は
。

答　

長
狭
地
域
９
５
７
人
、
江

見
地
域
３
５
６
人
、
天
津
小
湊

地
域
４
５
５
人
の
合
計
１
７
６

８
人
。
本
格
運
行
が
始
ま
っ
た

４
月
か
ら
51
人
増
。

問　
運
行
日
数
が
週
３
日
か
ら

４
日
に
増
え
た
が
利
用
者
数
は
。

答　

４
月
か
ら
７
月
末
で
１
８

６
９
人
。
前
年
同
月
比
で
１
２

５
・
３
％
の
利
用
率
。

問　
江
見
・
天
津
小
湊
地
域
か

ら
国
保
病
院
へ
の
運
行
を
検
討

す
る
と
の
こ
と
は
。

答　

現
在
は
行
っ
て
い
な
い
。

２
台
の
車
両
を
有
効
活
用
す
る

た
め
江
見
・
長
狭
地
域
を
月
曜

日
・
木
曜
日
を
１
台
で
運
行
し

て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
解
除
手

続
き
に
来
た
人
数
は
。

答　
８
月
20
日
時
点
で
21
人
。

問　
期
限
切
れ
の
保
険
証
も
使

用
可
能
か
。

答　
来
年
３
月
ま
で
使
用
可
能
。

問　
後
期
高
齢
者
全
員
に
「
資

格
確
認
書
」
を
発
行
し
た
理
由

は
。

答　

利
用
者
の
混
乱
を
避
け
る

た
め
。

問 国保病院への運行を検討するとの方向は
答 今後分析をし、更に検討、協議していく

一般質問
録画放映

日本共産党
藤本省幸 議員

問　
財
政
推
計
で
ど
の
よ
う
な

結
論
が
出
て
、
今
後
の
鴨
川
地

区
統
合
小
学
校
整
備
検
討
委
員

会
の
予
定
は
。

答　

で
き
る
限
り
早
期
に
対
応

し
て
い
き
た
い
が
、
財
政
面
を

含
め
た
課
題
等
精
査
し
て
い
る
。

一
方
で
し
尿
処
理
施
設
の
更
新

も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。
い
ず
れ
も

大
規
模
な
事
業
費
が
必
要
と
な

り
、
こ
の
２
つ
の
事
業
を
同
時

に
実
施
す
る
こ
と
は
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
事
業
の

優
先
順
位
を
つ
け
実
施
し
て
い

く
が
、
経
費
を
捻
出
す
る
た
め
、

経
常
収
支
の
改
善
が
必
要
と
な

る
。

問　
本
市
職
員
に
対
す
る
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
行
く
の
か
。

答　

仕
事
と
家
庭
生
活
の
調
和
、

多
様
な
生
き
方
の
選
択
、
そ
し

て
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

上
で
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
取
組
と
し
て「
時

間
外
労
働
の
縮
減
」「
育
児
休

業
制
度
の
運
用
」「
夏
季
休
暇

の
完
全
取
得
」「
福
利
厚
生
事

業
の
実
施
」
の
４
点
を
掲
げ
て

い
る
。
働
き
方
改
革
の
一
環
と

し
て
、
市
役
所
窓
口
の
開
庁
時

間
の
短
縮
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
る
。
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
、

開
庁
時
間
の
短
縮
を
始
め
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

向
け
た
取
組
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
に
寄
与
す
る
取
組

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
採
り
入

れ
て
い
く
。

問 今後の鴨川地区統合小学校整備検討委員会の予定は
答 総合計画との調整を図り進める必要がある

一般質問
録画放映

無所属
石川弘白三 議員
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こ
ど
も
の
休
暇
制
度
（
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て

問　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
保

護
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
子
ど

も
が
学
校
を
休
ん
で
一
緒
に
学

習
活
動
を
行
う
制
度
の
こ
と
で

あ
り
、
郊
外
で
の
自
主
活
動
と

い
う
位
置
づ
け
の
た
め
、
子
ど

も
は
欠
席
と
は
な
ら
ず
、
忌
引

き
や
出
席
停
止
等
と
同
じ
扱
い

に
な
る
。

　
愛
知
県
か
ら
始
ま
っ
た
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
茨
城
県
、
山

口
県
、
熊
本
県
な
ど
全
国
的
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

特
に
、
別
府
市
、
日
光
市
、

沖
縄
県
座
間
味
村
の
よ
う
な

観
光
地
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。

そ
の
評
判
は
「
土
日
祝
日
に
休

み
に
く
い
家
庭
で
も
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
子

ど
も
と
の
触
れ
合
い
が
増
え

た
。」
な
ど
歓
す
る
声
が
多
い
。

千
葉
県
で
唯
一
導
入
し
て
い
る

流
山
市
で
も
「
心
置
き
な
く
出

か
け
ら
れ
る
。」「
家
族
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
た
。」
な
ど
概

ね
好
評
だ
そ
う
で
あ
る
。
観
光

地
で
あ
り
医
療
従
事
者
な
ど

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

多
い
本
市
に
於
い
て
も
、
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

答　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入

す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て

お
り
、
本
市
に
合
っ
た
制
度
や

仕
組
み
、
運
用
方
法
を
構
築
す

る
た
め
、
先
進
自
治
体
の
例
を

参
考
に
し
て
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

問 こどもの休暇制度（ラーケーション）の導入は
答 導入に向けて慎重かつ前向きに検討していく

一般質問
録画放映

無所属
本吉正和 議員

問　
協
定
締
結
の
経
緯
は
。

答　

安
房
地
域
に
お
け
る
高
等

学
校
と
館
山
市
、
鴨
川
市
、
南

房
総
市
及
び
鋸
南
町
が
、
少
子

化
の
進
行
や
不
登
校
生
徒
の
増

加
等
、
多
様
化
す
る
教
育
課
題

へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
相
互

に
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
高

校
の
存
在
意
識
の
確
立
及
び
地

域
共
創
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

令
和
６
年
３
月
に
締
結
し
た
。

問　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。

答　

安
房
地
域
の
特
色
あ
る

６
校
の
教
育
活
動
の
支
援
に

つ
い
て
、
高
等
学
校
と
の
意

見
交
換
、
情
報
共
有
を
し
な

が
ら
、
市
の
垣
根
を
越
え
て

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
視
野

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
各
市
町
の
教
育
長
で
話

し
合
い
を
す
る
べ
き
で
は
。

答　

３
市
１
町
の
教
育
長
間

で
こ
の
件
に
つ
い
て
話
し
合
う

場
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

鴨
川
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問　
経
常
収
支
対
策
の
取
組
に

つ
い
て
。

答　

経
常
的
な
事
務
事
業
の

緊
急
総
点
検
の
実
施
、
市
税
徴

収
率
の
向
上
、
使
用
料
及
び
手

数
料
の
見
直
し
、
一
般
廃
棄
物

処
理
手
数
料
の
改
定
及
び
可
燃

ご
み
の
減
量
対
策
、
人
件
費
の

削
減
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
推
進
及
び
遊
休
施
設
の

除
却
の
５
項
目
に
つ
い
て
、
関

係
各
課
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
織
す
る
予
定
。

問 高校生への「奨学金制度」について
答 しっかりと財源を確保し、考えていきたい

一般質問
録画放映

かもがわ倶楽部
秋山貢輔 議員

教育活動連携協定書（写）抜粋教育活動連携協定書（写）抜粋

安
房
地
域
の
各
自
治
体
と
各

高
校
と
の
教
育
活
動
連
携
協

定
に
つ
い
て
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市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
ゴ

ミ
削
減
の
為
の
総
点
検
を

問　
鴨
川
市
の
ご
み
処
理
費
は
、

４
年
度
か
ら
毎
年
約
10
億
円

以
上
掛
か
っ
て
い
る
。
令
和
４

年
８
月
の
鴨
川
市
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
で
、
ご
み
削
減
年
間

目
標
は
１
千
ト
ン
、
額
は
４
千

万
円
、
CO2
量
５
０
０
ト
ン
の
達

成
は
。

答　

３
分
の
１
し
か
達
成
出
来

て
い
な
い
。

問　

原
因
の
分
析
と
今
後
の
取

組
み
は
。

答　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
が
多

い
事
と
、
雑
紙
の
分
別
徹
底
の

Ｐ
Ｒ
不
足
。
雑
紙
・
生
ご
み
等

の
減
量
化
に
取
り
組
む
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
回
収
業
務

の
現
状
等
に
つ
い
て

問　
食
べ
残
し
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・

そ
の
他
の
処
理
法
・
廃
棄
量
・

支
出
額
は
。

答　

学
校
給
食
は
12
施
設
、
１

日
約
２
千
食
を
提
供
、
残
食
は

13
％
、
ざ
る
で
水
切
り
、
牛
乳

パ
ッ
ク
等
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
、
搬
出
。
６
年
度
残
食
量
約

２
万
㎏
、
処
分
費
は
約
39
万
円
、

CO2
排
出
量
は
３・５
ト
ン
に
な
る
。

問　

残
食
の
理
由
と
改
善
は
。

答　

園
児
や
低
学
年
の
児
童
は

食
べ
慣
れ
な
い
も
の
等
で
、
中

学
生
は
、
運
動
量
の
減
少
等
の

影
響
。
家
庭
で
の
食
育
に
つ
な

が
る
情
報
発
信
、
学
校
と
連
携

の
食
育
で
改
善
。

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
の

予
防
医
学
に
つ
い
て

問　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

周
知
は
。

答　
今
後
は
、
周
知
し
ま
す
。

問 佐々木市長から全市民の皆様へ、ゴミ削減のお願いを
答 住み易い街へ取組みます！ご協力をお願いしたい

一般質問
録画放映

公明党
福原三枝子 議員

住み易い街へ住み易い街へ

問　
本
市
が
目
標
と
し
て
掲
げ

る
10
億
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
確

保
の
た
め
、
全
国
有
数
の
実
績

を
持
つ
団
体
の
成
功
事
例
で
あ

る
返
礼
品
の
紹
介
や
そ
の
見
せ

方
に
経
費
を
か
け
、
要
は
“
映

（
ば
）
え
る
”
画
像
等
に
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答　

鴨
川
観
光
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
や
専
門
家
と
手
法
等

を
協
議
し
な
が
ら
、
経
費
負
担

が
可
能
な
範
囲
で
対
応
を
図
っ

て
行
き
た
い
。

問　
本
市
を
応
援
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
関
係
人
口
を
増
や
す

ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
的
施
策
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
住
民
票
の
販

売
な
ど
も
検
討
し
て
は
如
何
か
。

答　

国
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と

住
民
登
録
制
度
」
の
創
設
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

引
続
き
そ
の
動
向
に
注
視
し
て

行
き
た
い
。

問　

本
市
が
「
稼
ぐ
自
治
体
」

や
「
稼
げ
る
地
域
」
へ
の
転
換

を
図
る
に
当
た
り
、
必
要
不
可

欠
か
つ
重
要
な
基
礎
的
資
源
の

考
え
方
は
。

答　

観
光
資
源
、
特
産
品
や

伝
統
産
業
な
ど
、
地
域
資
源
を

磨
き
上
げ
付
加
価
値
を
生
み
出

す
か
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
・
確
保
、
産
学
民
官
等

連
携
に
よ
る
知
識
や
技
術
の
導

入
、
地
域
内
で
の
協
働
と
外
部

か
ら
の
投
資
を
呼
び
込
む
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
求
め
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
モ
ノ
・
ヒ
ト
・
知
恵
・
繋

が
り
と
い
っ
た
資
源
を
組
み
合

わ
せ
、
地
域
力
を
高
め
る
こ
と

が
「
稼
ぐ
自
治
体
」
等
へ
の
転

換
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

問 地域力を高めて稼ぐ自治体へ転換する基礎的資源は
答 モノ・ヒト・知恵・ネットワーク等と考えている

一般質問
録画放映

無所属
杉田　至 議員

雑紙資源化等で CO2 削減へ
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問 遊泳禁止のピクトグラムや多言語表記看板について
答 千葉県と協議を早急に行い看板を設置したい

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
本
市

導
入
に
つ
い
て

問　

館
山
市
・
南
房
総
市
で

３
月
か
ら
房
総
ラ
イ
ド
が
開
始

さ
れ
た
。
本
市
で
も
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
は
課
題
で
あ
る
。

本
市
の
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導

入
の
可
能
性
や
方
向
性
は
。

答　

具
体
的
検
討
は
行
っ
て
な

い
が
、
既
存
交
通
手
段
と
の
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
含
む
新
た
な
交
通
手

段
を
検
討
し
た
い
。

海
岸
に
お
け
る
安
全
管
理
に

つ
い
て

問　
水
難
事
故
を
受
け
遊
泳
禁

止
看
板
を
設
置
し
た
が
日
本
語

表
記
で
、
外
国
人
や
子
ど
も
に

は
安
全
情
報
が
伝
わ
ら
ず
事
故

の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
看
板
の
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
活
用
や
多
言
語
対

応
へ
の
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

海
岸
管
理
者
で
あ
る
千
葉

県
と
の
協
議
を
行
い
、
子
ど
も

や
外
国
人
に
も
理
解
し
や
す
い

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
外
国
語
の
表

記
を
取
り
入
れ
た
看
板
等
を
設

置
し
た
い
。

市
営
芝
浜
駐
車
場
の
有
料
化

に
つ
い
て

問　
期
間
限
定
で
の
有
料
化
が

さ
れ
市
の
収
入
増
は
良
か
っ
た

一
方
で
、
該
当
エ
リ
ア
は
観
光

客
だ
け
で
な
く
市
民
も
利
用
す

る
場
で
あ
り
、
市
民
に
負
担
が

生
じ
て
い
る
。
市
民
証
明
書
に

よ
る
割
引
等
な
ど
、
来
年
度
以

降
の
市
民
向
け
の
制
度
の
導
入

予
定
は
。

答　

当
面
は
同
様
の
条
件
で
有

料
化
を
継
続
し
た
い
が
、
今
後

の
駐
車
場
利
用
状
況
等
を
検
討

し
つ
つ
、
市
民
割
引
制
度
の
導

入
等
も
検
討
し
た
い
。

一般質問
録画放映

無所属
福岡　梓 議員

災
害
対
策
の
そ
の
後
の
状
況

　

千
葉
県
に
よ
る
孤
立
集
落
対

策
緊
急
支
援
補
助
金
は
、
能
登

半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
道

路
の
寸
断
な
ど
に
よ
る
孤
立
集

落
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
創
設

さ
れ
た
も
の
。

　

市
が
実
施
す
る
孤
立
集
落
対

策
事
業
に
１
集
落
２
０
０
万
円

ま
で
の
範
囲
で
、
県
が
半
額
補

助
す
る
制
度
で
、
集
落
の
負
担

は
な
く
大
変
有
利
な
事
業
で
あ

る
。

問　
該
当
集
落
等
の
希
望
調
査

の
実
施
状
況
は
。

答　

組
長
等
に
、
集
落
が
孤
立

す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
の
周
知

と
、
支
援
制
度
の
利
用
確
認
調

査
を
、
８
月
末
日
の
回
答
期
限

で
実
施
し
た
。　

問　
現
行
の
自
主
防
災
組
織
補

助
金
交
付
要
領 

（
地
元
負
担
２

分
の
１
）
と
す
る
の
か
、
新
要

領
を
制
定
し
、
孤
立
集
落
対
策

を
実
施
す
る
の
か
。

答　

希
望
内
容
を
整
理
し
、
地

元
の
負
担
や
補
助
限
度
額
を
含

め
、
県
補
助
金
の
活
用
を
図
る

た
め
の
補
助
金
要
領
を
検
討
す

る
。熱中

症
予
防
対
策
に
つ
い
て

問　
労
働
安
全
衛
生
規
則
が
改

正
さ
れ
た
。
本
市
の
対
応
は
ど

う
か
。

答　

熱
中
症
の
症
状
の
悪
化
を

防
止
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措

置
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
に
関

す
る
手
順
と
、
健
康
障
害
発
生

時
の
対
応
手
順
を
定
め
、
安
全

衛
生
委
員
会
及
び
職
員
掲
示
板

で
職
員
に
周
知
し
た
。
空
調
服

等
の
支
給
は
検
討
し
た
い
。

問 千葉県孤立集落対策緊急支援補助金制度の活用は
答 集落の意向調査を踏まえ支援制度を検討する

一般質問
録画放映

自由民主至誠会
佐久間章 議員

現在設置されている遊泳禁止看板現在設置されている遊泳禁止看板

市内には孤立可能性集落は 53 か所市内には孤立可能性集落は 53 か所
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問 休工中も重機や掘削土砂が市道に放置されていたのか
答 市道上に掘削土砂が堆積し重機も置かれたままだった

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画

問　
調
停
の
進
捗
は
。

答　

令
和
７
年
７
月
３
日
に
、

本
市
は
、
顧
問
弁
護
士
を
含
め
、

裁
判
所
に
直
接
出
席
し
、
相

手
方
は
、
顧
問
弁
護
士
を
含
め
、

電
話
出
席
で
、
調
停
委
員
を
介

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ

た
が
、
双
方
の
意
見
は
整
っ
て

い
な
い
。

問　
千
葉
県
で
は
、
令
和
７
年

５
月
26
日
よ
り
、
盛
土
規
制
法

に
係
る
規
制
が
開
始
さ
れ
た
が
、

盛
土
規
制
法
に
係
る
着
手
を
千

葉
県
は
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た

の
か
。

答　

千
葉
県
宅
地
安
全
課
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
盛
土
規
制
法

に
お
け
る
工
事
の
着
手
は
、
宅

地
造
成
ま
た
は
特
定
盛
土
等
の

場
合
は
、
盛
土
ま
た
は
切
土
の

行
為
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
届
出
の
添
付
書
類
と
し

て
提
出
さ
れ
た
写
真
で
、
規
制

開
始
日
前
の
５
月
16
日
に
切
土

行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
で
、
届
出
対
象
と

判
断
し
、
届
出
書
は
、
令
和
７

年
６
月
11
日
付
で
提
出
さ
れ
た
、

と
聞
い
て
い
る
。

問　
許
可
申
請
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
、
盛
土
規
制
法
に
お
け

る
安
全
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
の
か
。

答　

許
可
申
請
で
な
く
て
も
、

崩
落
等
の
人
的
被
害
の
お
そ
れ

が
あ
る
等
の
際
に
は
、
当
該
地

所
管
の
安
房
地
域
振
興
事
務
所

に
よ
り
現
地
を
確
認
し
、
状
況

の
把
握
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
改
善
命
令
を
出
す
こ
と
と
な

る
。

一般質問
録画放映

無所属
佐藤和幸 議員

田原地区メガソーラー事業地現況（2025.9.23 現在）

問 盛土規制法や環境影響調査の規制前で対象外は安全か
答 県の林地開発許可の過程で十分に審査・確認と承知

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画

問　
盛
土
規
制
法
５
月
26
日
の

改
正
前
に
工
事
着
工
で
、
対
象

外
。
豪
雨
も
旧
雨
量
基
準
で
の

審
査
に
、
保
水
力
の
要
で
あ
る

樹
木
を
37
万
本
も
伐
採
し
、
日

差
し
に
よ
る
パ
ネ
ル
高
温
化
な

ど
環
境
影
響
調
査
の
対
象
外
な

の
で
、
市
民
は
安
全
に
関
す
る

現
行
基
準
の
対
象
外
が
多
く

〝
心
配
や
不
安
〟
に
ど
の
よ
う

に
答
え
る
か
。

答　

県
に
よ
る
林
地
開
発
許

可
制
度
で
十
分
に
審
査
、
確

認
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
、
着
手

ま
で
長
期
間
を
要
し
た
の
で
、

現
在
、
新
基
準
に
基
づ
い
た

計
画
の
見
直
し
を
行
政
指
導

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

専
門
委
員
会
か
ら
工
事

中
の
計
画
地
内
の
文
化
財
を
、

試
掘
・
発
掘
の
調
査
や
保
存

の
計
画
作
成
を
要
望
さ
れ
て

も
対
応
せ
ず
、
毀
損
の
指
摘

も
あ
る
中
で
、「
鴨
川
市
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
案
」
で

の
文
化
財
保
護
に
〝
矛
盾
〟
が

あ
る
の
で
は
。

答　

文
化
財
保
護
法
な
ど
の
関

係
法
令
を
は
じ
め
県
や
市
の
関

係
条
例
、
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
適
切

に
保
存
と
活
用
を
図
っ
て
参
り

た
い
。

意
見　

上
物
の
石
造
物
の
み
移

設
し
て
保
護
と
言
う
が
、
そ
こ

に
あ
る
必
然
性
を
歴
史
や
文
化
、

先
人
と
の
関
わ
り
を
含
め
て
調

査
・
保
存
す
る
の
が
文
化
財
の

保
護
で
あ
る
。

一般質問
録画放映

無所属
入江裕一 議員

メガソーラー計画地メガソーラー計画地

37 万本の木を伐採し、切り土と盛り土で約 150ha 東京ドーム 32 個
分を造成。最大 60mも削り、最深 80m の谷を埋め 10tダンプ 220
万台分もの土砂移動量
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定  例  会  議  案  等  議  決  結  果
【市長提出議案】

議案番号
（掲載ページ） 件　     　　　　名 付 託 先 

委 員 会
委員会の
審査結果

本会議の 
議決結果

議案第 43 号
（２ページ） 鴨川市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 文教厚生 可　　決 可 決 

全 会 一 致

議案第 44 号
（６ページ） 鴨川市職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 総　　務 可　　決 可 決 

全 会 一 致

議案第 45 号
（９ページ） 鴨川市役所支所及び出張所の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 文教厚生 可　　決 可 決 

全 会 一 致

議案第 46 号 鴨川市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 文教厚生 可　　決 可 決 
全 会 一 致

議案第 47 号
（７ページ） 工事請負契約の締結について（陸上競技場第３種公認改修工事） 建設経済 可　　決 可 決 

全 会 一 致

議案第 48 号
（２～ 3・4 ～ 5 ページ） 令和７年度鴨川市一般会計補正予算（第３号） 予　　算 可　　決 可 決 

全 会 一 致

議案第 49 号 令和７年度鴨川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 可　　決 可 決 
全 会 一 致

議案第 50 号 令和７年度鴨川市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 可　　決 可 決 
全 会 一 致

議案第 51 号 令和７年度鴨川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 可　　決 可 決 
全 会 一 致

議案第 52 号
（８ページ） 令和７年度鴨川市水道事業会計補正予算（第１号） 建設経済 可　　決 可 決 

全 会 一 致

議案第 53 号
（８・9 ページ） 令和６年度鴨川市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 建設経済 可決及び

認定
可 決 及 び
認 定
全 会 一 致

諮問第 3 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 答 申 
全 会 一 致

諮問第 4 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 答 申 
全 会 一 致

諮問第 5 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 答 申 
全 会 一 致

認定第 1 号
（３・５～ 6 ページ） 令和６年度鴨川市一般会計歳入歳出決算の認定について 決　　算 認　　定 認 定 

全 会 一 致

認定第 2 号
（３ページ） 令和６年度鴨川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 文教厚生 認　　定 認 定 

賛 成 多 数

認定第 3 号
（３・4 ページ） 令和６年度鴨川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 文教厚生 認　　定 認 定 

賛 成 多 数

認定第 4 号
（４ページ） 令和６年度鴨川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 文教厚生 認　　定 認 定 

賛 成 多 数

認定第 5 号
（９ページ） 令和６年度鴨川市病院事業会計決算の認定について 文教厚生 認　　定 認 定 

全 会 一 致
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【報　告】

報告番号 件　     　　　　名 付 託 先 
委 員 会

議 決
年 月 日

本会議の 
議決結果

報告第 10 号 令和６年度鴨川市の健全化判断比率について

報告第 11 号 令和６年度鴨川市水道事業会計の資金不足比率について

報告第 12 号 令和６年度鴨川市病院事業会計の資金不足比率について

報告第 13 号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解）

議員の議案等に対する賛否表
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議
決
年
月
日

結
　
　
　
　
果

賛
　
　
　
　
成

反
　
　
　
　
対

福 

岡   

　
梓

石
川
　
弘
白
三

入 

江
　
裕 

一

高 

橋
　
和 

夫

藤 

本
　
省 

幸

秋 

山  

貢 

輔

長
谷
川
　
倫
秀

松 

井
　
寛 
徳

本
吉  
正 
和

杉 
田
　   

至

佐 
藤  

和 

幸

空

席

川 

股  

盛 

二

川 

﨑  

浩 

之

佐
久
間
　  

章

福
原
　
三
枝
子

庄 

司  

朋 

代

鈴 

木  

美 

一

認 定
第 ２ 号

令和６年度鴨川市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ R7.9.25 原案認定 15 1

認 定
第 ３ 号

令和６年度鴨川市介護保険特別
会計歳入歳出決算の認定につい
て

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ R7.9.25 原案認定 15 1

認 定
第 ４ 号

令和６年度鴨川市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定
について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ R7.9.25 原案認定 15 1

※　○は賛成、×は反対、欠は欠席、退は退席（棄権）、除は除斥、遅は遅刻、早は早退、「－」は議長を表します。
　�（注）１．議長は、過半数議決の場合は表決に加わりません。ただし、可否同数の場合は裁決権を行使します。また、特別多数議決の場合は、議長は議員と
して表決権を有しています。

　（注）２．除斥とは、議会の審議における審議の公正を期するため、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない議員です。

委
員
会
行
政
視
察
報
告

◆
議
員
定
数
等
に
関
す
る
意
見
交

換
（
富
津
市
・
鋸
南
町
）

　
議
長
よ
り
議
会
改
革
と
し
て
議

員
定
数
等
に
つ
い
て
の
諮
問
が
あ

り
、
令
和
７
年
５
月
２
日
に
「
鴨

川
市
議
会
議
員
の
定
数
等
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
た
。
協
議
の
中
で
、
定
数
を
検

討
し
た
他
自
治
体
を
視
察

し
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
、

定
数
削
減
を
行
っ
た
富
津

市
と
現
状
維
持
し
た
鋸
南

町
を
訪
問
し
た
。

　

富
津
市
で
は
、
市
の
財

政
状
況
が
平
成
27
年
度
か

ら
の
５
年
間
累
積
で
約
28

億
円
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
た
た
め
、
平
成
27
年

に
定
数
を
18
人
か
ら
16
人

に
削
減
。
同
時
に
常
任
委

員
会
数
を
３
か
ら
２
に
再

編
。
報
酬
を
４
年
間
、
月

額
45
万
円
か
ら
36
万
円
に

減
額
し
、
政
務
活
動
費
を

年
額
12
万
円
か
ら
36
万
円
に
増
額

し
た
。

　
鋸
南
町
で
は
、
令
和
５
年
定
数

（
12
人
）
を
人
口
減
に
伴
い
検
討
し

た
が
、
多
様
な
民
意
を
反
映
さ
せ

る
た
め
削
減
せ
ず
維
持
す
る
こ
と

と
し
た
。

富津市での視察の様子富津市での視察の様子

鴨
川
市
議
会
議
員
の
定
数
等
に
関
す
る

鴨
川
市
議
会
議
員
の
定
数
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

調
査
特
別
委
員
会

（
令
和
７
年
８
月
４
日
）
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議員定数と報酬についての市民アンケート集計報告議員定数と報酬についての市民アンケート集計報告
　市民アンケートにご協力いただきありがとうございました。
　議員定数等調査特別委員会で参考にさせていただきます。
　定数や報酬に対するさまざまなご意見の他、市議会や議員に対するもの、市・県・国政へのご要望など
多岐にわたるご意見を賜りました。すべてをデータ化し、議員全員で共有させていただきました。
　この議会だよりでは、集計結果と主なご意見を掲載します。詳細な内容につきましては、鴨川市議会ホー
ムページに掲載しています。
　今後とも鴨川市議会にご注目いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

アンケート概要
　目的：議員定数等についての議会の取組を市民に周知し、
　　　　市民のご意見を聴取させていただくこと。
　対象：鴨川市民
　期間：令和７年８月 15 日から９月 14 日まで
　方法：�各種掲載資料とご確認いただき、議会だより掲載の
　　　　ハガキを切り取り、投函（料金受取人払）又は行政機関へ持参していただく。

Q1　性　別

男性
425人
男性
425人

女性
341人
女性
341人

回答しない
30人
回答しない
30人

無回答 16人無回答 16人

Q2　年　齢

60代
178人
60代
178人

50代
116人
50代
116人

40代 79人40代 79人

70代
253人
70代
253人

80代～
104人
80代～
104人

無回答 13人無回答 13人 30代 43人30代 43人
20代 17人20代 17人

～ 10代 9人～ 10代 9人

Q3　居住地域

※複数回答あり※複数回答あり ※複数回答あり※複数回答あり

東条 103人東条 103人

西条 43人西条 43人
田原 46人田原 46人

主基 42人主基 42人
吉尾 49人吉尾 49人大山 76人大山 76人

太海 33人太海 33人

曽呂
30人
曽呂
30人

江見
38人
江見
38人

鴨川
161人
鴨川
161人天津

116人
天津
116人

無回答 17人無回答 17人
小湊 60人小湊 60人

Q4　議会情報をどのように
　　　得ていますか

議会 HPや
YouTube 115人
議会 HPや
YouTube 115人

議会だより
641人
議会だより
641人

議員
174人
議員
174人

議員や会派の
HPやチラシ
192人

議員や会派の
HPやチラシ
192人

情報は得ていない 26人情報は得ていない 26人
傍聴 26人傍聴 26人 無回答 8人無回答 8人

その他 14人その他 14人

Q5　議員定数 Q6　定数は○○人がよい

多い
595人
多い
595人

現状でよい
152人
現状でよい
152人

わからない
34人
わからない
34人

無回答 22人無回答 22人
少ない 10人少ない 10人

※複数回答あり※複数回答あり
0
20
40
60
80
100
120
140
160
180

~9人

999 888 555

128128128

323232

167167167
147147147 152152152

10～13人 14人 15人 16人 17人 18人 19人～

※他に少数意見で「○人以下」「○～○人」等の回答もありました。

回答数：648人回答数：648人回答数：648人（人）（人）（人）

詳細な内容については
鴨川市議会ホームページ

に掲載しています。

集計結果 回答数：８１２人
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Ｑ６　議員定数に関する主なご意見
　議員定数については、資料を参考に定数削減を求める意見が多く、議員の活動に対する疑問も挙げられた。
削減により意見の偏りや市民の意見反映が難しくなる懸念も指摘されたが少数意見だった。
・議員数の多さに対する懸念 　鴨川市の議員数が人口に対して多すぎる。「鴨川市は人口が少ないのに議員
が多すぎる」
・財政難の影響 　鴨川市は財政的に厳しい状況にあり、定数を減らすことで経費削減が必要。「市の財政が
赤字で議員数を減らすべき」
・人口減少の予測　今後の人口減少を考慮し、議員数を見直す必要がある。「人口が減少する中で議員数も
減らすべき」
・他市との比較 　他の市と比較して、鴨川市の議員数が多い。「富津市や館山市と比較しても多すぎる」
・議員の活動に対する疑問　 議員の活動が見えにくい。「議員が何をしているのか分からない」

Ｑ８　議員報酬に関する主なご意見
　議員報酬については、市民の生活状況や市の財政状況を反映したものであるとして、見直しや透明性の
向上が求められた。
・議員報酬の適正性　市の財政状況が厳しい中で議員報酬が高すぎる。「市民の平均年収に見合った金額に
すべき」
・期末手当の廃止　 期末手当は不要、議員報酬は基本給のみで十分。「議員は名誉職であり、生活給ではない」
・議員活動の透明性　 議員の活動が見えにくい。活動実績に応じた報酬支払いを求める。「議員活動報告
を充実させるべき」
・議員定数と報酬の関係 　議員の定数を減らすことで報酬を増やすべき、定数を減らさない場合は報酬を
下げるべき。 
・市民の生活との比較 　市民の生活水準と議員報酬の不均衡。「一般市民の給料と比較して高すぎる」

Ｑ９　議会・議員に対する主なご意見
　議会・議員については、議会が市民の声を反映し、よりよい市政を実現するための具体的な行動に期待
する声が寄せられた。
・議員の活動と透明性 　 市民は議員の活動内容が不明瞭であり、具体的な成果や努力が見えない。
「議員の活動がよくわからない」「市民の声を聞くために全議員との対話をする機会をもうけてほしい」
・財政状況と議員報酬 　鴨川市の厳しい財政状況に、議員の報酬が高すぎる。
・議員定数の見直し　議員の定数が多すぎる、削減を求める。
・市民とのコミュニケーション　市民との意見交換の場が不足、議会は市民に開かれた存在であるべき。
「市民と議員（多数）の意見交換の場があると良い」「もっと市民に開けた議会にしてほしい」 
・未来へのビジョン　鴨川市の未来に対する具体的なビジョンや計画を。
「どういう市にしたいのかというビジョンとその可能性を示してほしい」
「市のために頑張ってほしい。歳入を増やす活動をしてほしい」

Q7　議員報酬 Q8　報酬は年○○○万円がよい

多い
372人
多い
372人

少ない
54人
少ない
54人

わからない
112人
わからない
112人

無回答 41人無回答 41人

現状でよい
234人
現状でよい
234人

0

20

40

60

80

100

120

140

~120万円

※月額の回答は年額に換算しました。

~240万円 ~360万円 ~480万円 ~588万円 589万円~

444

434343

121212

535353
595959

130130130
回答数：301人回答数：301人回答数：301人

※複数回答あり※複数回答あり

（人）（人）（人）
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１１月２８日（金）

FAX
電話　04-7093-7825
　04-7093-7848

お問合せは議会事務局まで。

過去の会議録は、市議会ホームページ
や図書館、公民館でご覧ください。

次の定例会は

開会予定です

令和７年第３回定例会の会議録は、
１２月中旬ごろ掲載予定です。

議会だよりをわかりやすく
お読みいただくための議会
用語、行政・財政用語等の
解説はこちら

一番のおすすめは、議場の傍聴席。
団体・グループでの傍聴もできます。
また、議場にて議案等の貸し出しを
行っています。

正面玄関から入ってすぐ左手。モニタ
ーで生中継がご覧になれます。

市役所市役所
気軽に

インターネット（YouTube）でライブ
中継や録画映像をご覧になれます。

気軽に

身近に身近に

しっかりしっかり

市政情報コーナー市政情報コーナー

　私は今年、初めて駅伝に挑戦しました。運
動部に所属しているわけではないですが、体
を動かすことは好きです。
　駅伝に挑戦してみて学んだことは、「周りに
友達、先輩、先生方が当たり前にいることに
感謝の気持ちを持って生活する。」ということ
です。友達、先輩、先生方がかけて下さる、「ファ
イト―！」「ナイスラン！」「お疲れ様！」「頑
張ったね！」という声があるからこそ、私は

駅伝を続けることができます。だからこそ、自分からも周囲に励ま
しや労いの言葉を発することが大切だと考え、意識しています。
　新人駅伝に向けた取り組みでは、今回参加していない友達にも声
をかけ、一緒に走りたいです。

長狭中学校　
１年
秋山恵実子さん

　このコーナーでは、市内の中学生の
日ごろ感じていることや将来の夢など
を紹介します。鴨川市議会は、そういっ
た思いを後押ししていきます。

夢の大舞台

駅伝を通して学んだこと

38

　私の夢はずっと憧れだった甲子園のマウン
ドに立ち、チームを日本一に導くことです。
私は小学１年生から兄の影響で野球を始めま
した。最初はボールが怖く、バットでボール
を打つどころか、キャッチボールもまともに
できない状態でしたが、仲間と共に練習を重
ねていくうちに、野球の面白さを知り、技術
も上達していきました。また、小学５年生で
の女子野球をきっかけに、投手としてプレー
するようになり、今では全国大会や国際大会、

女子選抜など、多くの経験を積むことができています。
　この経験を生かし、中学校卒業後は、地元・鴨川を離れ、新たな
地で野球に全力を注ぎ、チームに貢献していきたいです。そして「夢
の大舞台」で活躍し、野球をプレーする姿で多くの人に恩返しをし
たいと思います。

鴨川中学校　
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野村　多貴さん
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